
詳しくは http://www.justmystage.com/home/kenshou  バックナンバー http://www.ohashilo.jp/active/ariake 

２０１１年（平成２３年）６月２７日（月曜日） 第１２８号 

 
 

 
 

農水大臣に８項目要請 有明漁民 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団
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090‐9602‐0700 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

漁
民
に
謝
罪
せ
よ 

め
に
は
、
短
期
開
門
調
査
レ
ベ
ル
の
開
門

か
ら
実
施
し
、
簡
易
た
め
池
に
よ
り
農
業

用
水
の
手
当
を
し
、
第
２
段
階
と
し
て
、

様
々
な
潮
汐
条
件
や
開
度
を
組
み
合
わ

せ
た
排
水
門
の
開
門
操
作
を
行
い
な
が

ら
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
必
要
な
対

策
を
と
り
つ
つ
、
慎
重
に
開
門
の
度
合
い

を
大
き
く
し
、
最
終
的
な
全
開
門
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
簡
易
た
め
池
の

設
置
や
、
第
２
段
階
の
開
門
操
作
な
ど
、

原
告
ら
が
提
唱
し
た
段
階
的
開
門
の
核

心
部
分
の
検
討
を
怠
っ
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

各
対
策
工
事
の
標
準
的
な
工

期･

短
縮
の
限
度
を
示
せ 

福
岡
高
裁
判
決
（
判
決
確
定
の
日
か
ら

３
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
防
災
上
や

む
を
え
な
い
場
合
を
除
き
、
国
営
諫
早
湾

土
地
改
良
事
業
と
し
て
の
土
地
干
拓
事

業
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
、
諫
早
湾
干
拓

地
潮
受
堤
防
の
北
部
及
び
南
部
各
排
水

門
を
開
放
し
、
以
後
５
年
間
に
わ
た
っ
て

同
各
排
水
門
の
開
放
を
継
続
せ
よ
）
は
、

判
決
理
由
及
び
訴
訟
の
経
過
か
ら
す
る

と
、
判
決
確
定
か
ら
３
年
以
内
に
、
す
な

わ
ち
２
０
１
３
年
１
２
月
２
０
日
ま
で

に
南
北
排
水
門
を
開
放
＝
全
開
門
し
た

状
態
を
実
現
し
、
そ
の
状
態
を
５
年
間
継

続
す
る
こ
と
、
た
だ
し
、
高
潮
時
な
ど
防

災
上
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
例
外
的

に
、
開
放
＝
全
開
門
し
て
い
る
南
北
排
水

門
を
閉
門
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

福
岡
高
裁
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
国

は
、
２
０
１
３
年
１
２
月
２
０
日
ま
で

に
潮
受
堤
防
南
北
排
水
門
を
開
放
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で

に
、
ど
の
よ
う
な
事
前
対
策
工
事
が
必

要
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
の
工
期
が
示

さ
れ
、
何
時
ま
で
に
対
策
工
事
に
着
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
い
か
明
ら
か
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
セ
ス
素
案
に
は
こ

れ
ら
の
記
載
が
な
く
、
費
用
の
具
体
的

見
積
も
り
も
な
か
っ
た
。
各
対
策
工
事

の
標
準
的
な
工
期
、
工
夫
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
短
縮
可
能
な
工
期
の
限
度
を
示

す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

福
岡
高
裁
判
決
の
解
釈
に
つ

い
て
の
統
一
見
解
を
示
せ 

ア
セ
ス
素
案
の
開
門
方
法
ケ
ー
ス
２

は
、
有
明
訴
訟
の
原
告
ら
が
提
起
し
た

段
階
的
開
門
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
段

階
的
開
門
の
核
心
は
、
早
期
開
門
を
可

能
に
し
、
同
時
に
、
農
業
者
や
背
後
地

住
民
の
不
安
を
一
掃
す
る
安
全
・
安
心

の
開
門
方
法
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切

な
開
門
方
法
で
あ
る
。
早
期
開
門
の
た

６
月
１
６
日
、
よ
み
が
え
れ
！
有
明
訴

訟
の
漁
民
原
告
・
弁
護
団
は
、
福
岡
市
内

で
開
か
れ
た
農
水
省
と
諫
早
干
拓
排
水

門
開
門
に
向
け
た
協
議
（
開
門
協
議
）
に

お
い
て
、
今
後
、
開
門
に
向
け
た
円
滑
な

協
議
を
行
う
際
に
必
要
不
可
欠
の
事
項

と
し
て
、
以
下
の
８
項
目
を
要
請
し
た
。 

従
来
、
国
は
、
有
明
海
の
漁
場
環
境
の

悪
化
と
干
拓
事
業
の
間
に
は
因
果
関
係

が
な
い
と
主
張
し
て
き
た
。
だ
が
、
確
定

し
た
福
岡
高
裁
判
決
は
、
漁
場
環
境
の
悪

化
、
漁
業
被
害
と
干
拓
事
業
と
の
因
果
関

係
を
認
め
、
国
に
開
門
を
命
じ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
深
刻
な
漁
業
被
害
の
原
因
は
国

が
推
し
進
め
て
き
た
干
拓
事
業
に
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
国

は
当
事
者
の
漁
民
に
謝
罪
す
べ
き
で
あ

る
。 開

門
協
議
は
公
開 

ア
セ
ス
素
案
を
公
表
し
た
以
上
、
今
後

の
開
門
協
議
は
原
則
公
開
と
し
て
、
オ
ー

プ
ン
な
場
で
堂
々
と
協
議
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
協
議
を
円
滑
に
し
合
意
形
成

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。 

段
階
的
開
門
を
検
討
し
な
か

っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
せ
よ 

ア
セ
ス
手
続
き
を
見
直
せ 

高
裁
判
決
を
履
行
す
る
た
め
に
は
、
開

門
に
向
け
た
手
続
を
、
必
要
か
つ
十
分
な

も
の
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
開
門
は
環
境
影
響
評
価
法
の
対
象
事

業
で
は
な
く
、
形
式
的
に
同
法
に
準
拠
し

て
手
続
を
行
う
合
理
性
は
な
い
。 

長
崎
地
裁
で
の
開
門
協
議

被
害
防
止
の
万
全
の
対
策

と
補
償
の
明
確
化 

開
門
に
際
し
て
被
害
が
出
な
い
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
万
全
の
対
策
を
講
じ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
国
の
行
為
に

よ
っ
て
想
定
外
の
被
害
が
出
た
場
合
に
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
適
切
な
補
償
を
行

う
の
も
当
然
で
あ
る
。
国
の
不
手
際
に
よ

っ
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
人
々
に
対
し
、

そ
れ
を
明
確
に
し
て
公
表
す
る
こ
と
は
、

国
と
し
て
な
す
べ
き
最
低
限
の
対
応
で

あ
る
。 

長
崎
地
裁
に
は
、
農
業
者
や
背
後
地
住

民
等
に
よ
る
開
門
阻
止
訴
訟
が
提
訴
さ

れ
、
７
月
５
日
に
は
そ
の
第
１
回
弁
論
期

日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訴
訟
は
、

福
岡
高
裁
判
決
の
履
行
に
関
す
る
権
利

者
で
あ
る
漁
民
と
、
履
行
義
務
を
負
う
国

と
、
開
門
に
不
安
を
抱
く
人
々
が
一
同
に

会
す
る
絶
好
の
場
と
い
え
る
。 


